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国内市場の成熟と相俟って端末の総

販売台数は減少傾向にあります。こ

のような状況を踏まえ、当社が昨年

10月末に初めて発表した中期経営

戦略では、新たな成長に向け更なる

サービスの進化ということで３つの

チャレンジを実行することを掲げま

した。チャレンジの１つは「サービ

スのパーソナル化」です。携帯電話

は、音声コミュニケーションからス

タートし、「iモード」のような情報

アクセスの機能、さらに「おサイフ

ケータイ」という生活支援機能に加

え、最近ではお客様の行動を支援す

るエージェント機能を搭載するなど

進化を続けています。今後もさらに、

お客様一人ひとりのライフスタイル

やニーズに合わせて、サービスや機

能の「パーソナル化」に取組み、

“○○してくれる携帯”へと進化さ

せます。こちらはすでに、お客様一

人ひとりの生活をサポートする「ｉ

コンシェル」サービスを提供してい

ます。次のチャレンジは、「ソーシ

ャルサポートサービス」で、社会の

持続的成長に向け、様々な社会的課

題を解決することに貢献していく取

組みです。具体的には環境・エコロ

ジー、安心・安全、健康管理といっ

た領域で事業化を重点的に行ってい

きます。３つ目は、私どもユビキタ

スサービス部がメインとなって担当

する「融合サービス」へのチャレン

ジです。

－融合サービスのコンセプト及び

狙いをお聞かせください。

青山 コンセプトを一言でいいま

すと、「ケータイと様々な生活ツー

ルとのシームレスな連携によって、

お客様の利用シーンに合わせた便

利・快適なサービスを提供する」こ

とです。提供の狙いは、“個”人が

持っているケータイを中心に様々な

デバイスを意識することなくつなぐ

ことによって、多種多様なアプリケ

ーションを生み、利用の幅を広げる

ことです。そして、その“個”人に

－初めに、モバイル市場は成熟期

に移行したといわれる中、昨年「新

たな成長を目指した変革とチャレン

ジ」を発表されました。この実行に

あたって周辺環境を含めた最近の状

況からお聞かせください。

青山 当社の事業の状況からお話

しすると、「聞かせて！FOMAの電

波状況」施策の展開、HSDPAの

3.6Mbpsから7.2Mbpsへの更なる高

速化と人口カバー率100％の達成な

ど地道なネットワーク改善を進めた

ことに加え、お客様の価値観やライ

フスタイルに合わせた新たな4つの

端末シリーズへの変更とブランドの

刷新などが奏効して、昨年 12月に

は番号ポータビリティ（MNP）開

始以来、転入超過に転じました。ま

た、総務省の「モバイルビジネス研

究会」の報告書に基づく新販売モデ

ル「バリュープラン」の契約数が全

国で1,500万契約を突破しましたが、
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最適な料金プランの提供が必要とな

ると考えています。融合には“産業

機器との融合”、“車（ITS）との融

合”、“情報家電との融合”、“放送と

の融合”、“固定との融合”などがあ

りますが、今後さらに広がっていく

と考えています。

－例えば、具体的にどのようなサ

ービスが考えられますか。

青山 例えば、“産業機器との融合”

の例としては、FOMA通信モジュ

ールを内蔵した自動販売機などの遠

隔制御や在庫管理、電子マネーによ

る購買などがあげられます。“車

（ITS）との融合”では、通信モジ

ュールを内蔵したカーナビなどによ

り、運行情報の提供や車の状態管理、

位置情報に基づく周辺地域の情報提

供などが可能になります。“情報家

電との融合”では、昨年６月に開始

した「ポケットU」をベースにパー

トナー様と協力して家庭内にある

様々な機器内のコンテンツにアクセ

スしたり、遠隔制御することが考え

られます。また、ゲーム機やデジカ

メなど様々な情報家電への通信モジ

ュールの搭載を進めています。これ

により、いつでも、どこでも対戦ゲ

ームを楽しめたり、撮った場所から

写真をアップロードすることも可能

になります。“放送との融合”では、

これからモバイルマルチメディア放

送が開始される予定ですが、これに

よりインタラクティブなEコマース

との連携や、番組と連動したリアル

タイムボーティングなどがケータイ

から可能になります。“固定との融

合”では、昨年６月に開始した「ホ

ームU」に加え、自宅にフェムトセ

ルを置くことで、在圏連動サービス

やホームエリアサービスをシームレ

スに利用する環境を実現することが

可能になります。

将来的には、これら５つの融合を

連携させ、お客様の利用シーンに合

わせた融合サービスを提供していき

たいと考えています。例えば、TV

番組を見ていて気に入った洋服やバ

ッグなどの商品情報や取り扱いショ

ップの情報がすぐにケータイに表示

され購入できるとか、ケータイや

PC、TV、カーナビなど、自分の好

きなデバイスで好きな時に、音楽・

映像・画像などのコンテンツを各デ

バイスに最適化された状態で楽しめ

るなど多様な連携を考えています。

実際のサービスは項目・機能群（図

参照）を組み合わせることにより、

提供されるイメージです。

－最期に、今後のビジネスの抱負

をお聞かせください。

青山 これからいろんなモノがす

べてつながるユビキタス社会が到来

すると考えています。その時の中心

は“個”人であり、一番身近なツー

ルとしてのケータイが、個人が

TPOに合わせて使用する様々なデ

バイスとつながるようにすること

で、先ほど述べたようなシームレス

な融合サービスをまず実現したいと

思っています。その後で、リアルな

世界とのマッチングサービスや、人

間関係をより緊密にする情報共有サ

ービスなどを提供することで、リア

ルの世界とバーチャルの世界を連携

して、個々人の生活をトータルでサ

ポートしていくことができたらと考

えています。

－本日は有難うございました。

（聞き手・構成：編集長　河西義人）
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